
　令和５年度 東名古屋医師会第2回「みんなで学ぼう！患者の意思決定支援」アンケート集計結果

日時 令和6年2月25日（日）13：00～16：00

場所 日進市民会館　2階　会議室

テーマ 第2回「みんなで学ぼう！患者の意思決定支援」

参加者数 26名（アンケート回収22名）

１．所属されている機関について

医療機関 6

調剤薬局 2

訪問看護 4
居宅介護支援事業所 9

地域包括 1

2．職種について

薬剤師 2

主任ケアマネ 6

看護師 10

ケアマネ 3

保健師 1

３．研修内容について
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４．本日の研修は業務に活かせそうですか？
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５．所属している職場でのACPの取り組み状況について
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※複数回答者あり

6．今回の研修内容に関するご意見・ご感想について

・ACPについて考え、考え方の違いや考え方、進みを学べるいい時間を過ごすことができたと思います。明日からの業務に

　参考に活かしていけるよう実施していきたいと思います。

・事例が「変形性膝関節症」から予後につながるものだったので、よくあることになりそうで、癌だけが終末予想するもの

　ではないと勉強になりました。

・もやもや感を大切にし今後を考えていきたい。根拠は何か理由は何か背景は何か探って書きとめる、記憶に留める、

　皆で共有し、色々の人の意見を聞いていく、勉強になりました。ありがとうございました。

・とても頭をたくさん使って考える研修でしたが、実際に悩むことが多いので、この研修で考え方を学んだので、

　活かしていきたいと思います。

・日々の対応の中で困難と感じることが多く、時間との戦いです。今後に活かせるようにしていきたい。

・推理小説の伏線回収のように、手元にある情報から患者の意向を判断する。とても難しい作業でしたが、とても

　大切なことなので、軽率に決めてはいけないということがわかりました。ありがとうございました。

・普段いかに誘導して方針を決めて患者自身の意思決定支援ができていないかに気づきました。

　家族の意向においても主体は患者であること、現時点だけではなく、過去も含めた背景から根拠を考えていく大切さ、

　とても勉強になりました。難しいようで、とてもよくある事例で考え方、モヤモヤはすぐに現場に活かせそうです。

・答えがないことだから難しかったです。

・事業所内で共有していきたいと思います。ありがとうございました。
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・どのように意思決定支援をしていくかは、積み重ねていくことが大事だと改めて思いました。医療者と一般の方とでは、

　同じ情報でも捉え方（情報量）違うため、「私の気持ちをわかってもらえた、届いた」と感じてもらえて、満足度が

　少しでも高いコミュニケーション能力を身に着けていきたい。

・自己決定（意思決定）ができなくなった時の推測するのは、難しいと感じた。あらかじめ話し合っておくことが大切と

　感じた。

・継続した研修（ACP）が大切だと思います。介護職の参加もあると良いと思いました。直接生活に関わっており、

　思いのピースも持っているかなと思います。（研修時間の工夫など）

・多職種でグループワークをすることで、自分にない意見が聞くことができてよかったです。

・考える力をつけるためにも今後も研修に参加し自分の力にしていきたいと思います。

・実際に本人の意思表示が確認しにくい場合、本人の希望を読み取る行為がとても難しいことを学びました。

　家族の意思と本人の意思が相反することがあったり、実臨床では、もっと介入することは難しいかと思いましたが、

　今回の研修で学んだ方向性や選択肢を活かせるようにしたいです。

・本人の意思決定の時期の大切さは感じた。

・ACPに取り組んでいる中で、学べば学ぶほどわからなくなってきています。本日の学びで発言の根拠を掘り下げることが

　必要だとあり、少し整理できた気がします。

・有難うございました。いつも大変勉強になります。取り組むことに対してデリケートな部分もあるかと思いますが、

　大切な事なので、自分を含めて考えていきたいと思います。ついつい経験上の選択をしがちなので、柔軟な心が大切

　だと思いました。

・普段は臨床で考えていることをあらためてペーパーで行うことで、実際どういった事を考えないといけないのか、何が

　できたかを考える機会でした。

・貴重な研修をありがとうございました。「在宅」でいう医療者のエゴなのかなと思う時があります。病院（急性期から

　退院、転院する時に、その先のイメージがつくように、色々な情報や選択肢を出しますが、決定することは難しいですね。

・自分たちが進めているという気持ち（責任感）があったが、誘導して決めたりするものでもなく、ご本人たちが主体で

　決められるように支援することが大事。「決めたこと」「決めること」を支援できるように、どのような方法があるか、

　可能性を考えることが大切。背景を素人すること、意識していきたいと思いました。ありがとうございました。

７．今後の研修会で取り上げて欲しい内容について

・多職種カンファレンスを開くタイミング、効果的な利用方法、在宅ケアチームとの接点について知りたいです。

・ACPについては、引き続き定期的に研修を開催していただけるとありがたいです。

・実際の症例を通して、どのような対応、経過をたどったのかを知りたいです。

・病院から在宅で日事例にもとづいて、よいこと、こうすればよかったかもを学びたい。

・地域BCPについて

・今後もグループワークでたくさん事例を学びたいです。

・実際の困っていること、悩んでいること、学び合えると嬉しいです。自分の考えの幅を広げたいと思ってます。

・ACPももう少しシリーズでやってほしい。

・看取りなどに向けての事柄や在宅看取りに対する色々など勉強したい。

・他の人の実践事例を踏まえてディスカッションもしてみたい。

・同じようにグループワークに参加したいです。今後ともよろしくお願いいたします。



【研修会の様子】


